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2Ka－5 共同庭園の利用に関する事例研究
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目的　　共同庭園は。集合住宅の増加や戸廸住宅敷地の狭小化により、公共空間を利用し

て殼置されてきている。この空間は、広く巾民に開かれた場所ではなく、その地区に居住

する特定の人々の空間であり、公と私の中間ともいえる空間である。また、良好な住m境

や近隣の交流を意図して計画されている。　この、共同空間か、有効に活用されるための指

針を得ることが目的である。

方法　　対象は、奈良県のニュータウンにある二つの園芸クラブである。一つは、まちの

中心地にある河川敷に花壇設置したもの。一つは戸建住宅地の児童公園を利用したもので

ある。調査は、現状観察と、維持・管理・運営方法を中心にしたヒアリング調査を行った。

調査時期は, 1996年９月、1997年9～10月である。

結果　花壇設置の目的は地域を美しくすることと、地域の人々の交流の機会をもつためで

ある。現状は、共に、美しく良好な阻観を呈している。クラブの状況は、一つは、会員数

40名で30－ 60歳が中心、約500㎡の花壇と植木鉢やプランターlOO個に、年間約１００種の

花を咲かせている。もう一つは、会貝数30 f.、年齢層は60- 80歳が巾心、約50㎡の花壇に

年間約1 0 種の花を育てている。活動状況について、大きな相違がある。ひとつは、自分

達の好きな花を、美しく咲かせたいと意欲の高いもの、一つは、集まることが楽しみで、

自分のできるだけのことをするものである。n 珊迎営には、f?川や時間負担の問題ととも

に、中心となる人物の存在と居住者の意識の高aがある。居住者の意識や連帯感をいかに

形成するかが、共同庭園の計画においてtp. 要である。

2Ka-6　　　　計画戸建地におけるコモンズペースに関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　一経年変化からみる考察－
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【目的】戸建住宅地におけるコミュニティ形成の空間的手段として、数戸に一つのコモン

ズペースを囲んだ形態の計画戸建地が開発された。開発から約15年が経過した現在、居

住者側からの視点で、今一度検討する必要がある。本研究では居住者のコモンズペースの

利用や満足度等を明らかにすると同時に、以前の調査結果と比較し、経年変化を明らかに

することにより、その定着度や将来性を検討することを目的とする。

【方法】居住者の利用や満足度等を明らかにするために、1997年11月、留置自記式アン

ケート調査を行った。（対象戸数484戸、有効回収票数358票、有効回収率74.0％)調査

対象地は、計画戸建地である奈良県ガーデンハウス真美ケ丘を選定し、経年変化を明らか

にするために、1986年の調査結果資料をもとに比較検討した。

【結果】コモンズペースは、様々な用途で利用されているものの、以前の調査結果と比較

してみると、その利用は全体的に減少の傾向にある。また、コモンズペースに対する居住

者の様々な満足度評価も、全体として低下している傾向にあるが、満足度の内容によって

は評価が上がっているものもある。コモンズペースがあることによるトラブル意識に関し

ては増加しており、特に、一家あたりの自動車の保有台数が増えたことが要因と考えられ

る、「自動車の出し入れの音」や「無断駐車」といった自動車に関するトラブル意識の増加が

顕著である。全体的に、利用の減少や満足度評価の低下、トラブル意識の増大、といった

傾向にあるといえるか、そうでないものもあり、コモンズペースの定着や将来性を考える

と、途中の段階であるといえよう。今後、さらに検討を続ける必要がある。
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